
専
修
大
学
名
誉
教
授

称
号
記
授
与
式
が
矢
野

建
一
学
長
、
日
髙
義
博

理
事
長
ら
が
列
席
の
も

と
、
４
月
５
日
に
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
、
次
の
１３
氏
に
名
誉

教
授
称
号
記
が
授
与
さ

れ
た
。
（
カ
ッ
コ
内
は

在
職
年
数
）

博
士
の
学
位
授
与

専
修
大
学
か
ら
３
月
２７
日
、
関
口

功
一
氏
に
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位

が
授
与
さ
れ
た
。
学

位
請
求
論
文
名
は

「
古
代
『
東
国
』
の

史
的
位
置
」。

小
島
直
元
経
済
学
部
教
授

（
２１
年
）

常
行
敏
夫
元
経
済
学
部
教
授

（
３７
年
７
カ
月
）

神
長
百
合
子
元
法
学
部
教
授

（
１９
年
）

藤
本
一
美
元
法
学
部
教
授

（
１８
年
）

植
松
日
子
太
郎
元
経
営
学
部

教
授

（
４３
年
）

溝
田
誠
吾
元
経
営
学
部
教
授

（
３９
年
）

大
西
勝
明
元
商
学
部
教
授

（
４５
年
１１
カ
月
）

奥
村
輝
夫
元
商
学
部
教
授

（
３５
年
）

奥
村
紀
夫
元
商
学
部
教
授

（
３７
年
）

小
野
隆
元
文
学
部
教
授

（
３６
年
）

小
山
利
彦
元
文
学
部
教
授

（
３５
年
）

伊
東
洋
三
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授

（
４３
年
）

内
藤
豊
昭
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授
（
３４
年
）
∥

２
０
１
３
年
１２
月
９
日
逝
去

野
口
武
悟
文
学
部
教

授
（
情
報
図
書
館
学
）

の
研
究

「
多
様

な
人
々

が
ア
ク

セ
ス
可
能
な
防
災
情
報

提
供
モ
デ
ル
の
開
発
―

首
都
圏
の
自
治
体
を
対

象
と
し
た
実
態
調
査
を

ふ
ま
え
て
―
」
が
公
益

財
団
法
人
小
田
急
財
団

よ
り
２
０
１
３
年
度
研

究
助
成
に
採
択
さ
れ
た
。

同
教
室
は
、
２
０
０
９
年

か
ら
始
ま
り
、
本
学
レ
ス
リ

ン
グ
部
卒
業
生
が
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
幼
児
か
ら
小
中

学
生
に
レ
ス
リ
ン
グ
指
導
を

し
て
い
る
。
参
加
者
の
体
力

測
定
は
、
３
年
前
か
ら
客
観

的
な
視
点
か
ら
日
々
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
効
果
を
把
握
す
る

取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
当
日
は
、
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
を
含
め
約
６０
人

が
参
加
し
た
。

体
力
測
定
に
は
３７
人
が
参

加
。
レ
ス
リ
ン
グ
の
専
門
的

体
力
テ
ス
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
期

に
必
要
な
基
礎
体
力
テ
ス
ト

が
実
施
さ
れ
た
。
測
定
し
た

デ
ー
タ
は
選
手
や
保
護
者
へ

個
別
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
、
実
際
の
練
習
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
計
画
に
役
立
て
ら
れ

て
お
り
、
大
学
の
研
究
施
設

い

を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
役

立
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ

イ

ウ

ヨ
ン

た
。
講
師
は
李
宇
�
法
学
部

准
教
授（
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
・

韓
国
サ
ッ
カ
ー
代
表
）。李
准

教
授
は
こ
れ
ま
で
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
サ
ッ
カ

ー
教
室
で
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
指
導
を
行
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
心
構
え
、
意
味

や
価
値
に
つ
い
て
考
え
、
ボ

ー
ル
を
用
い
て
相
手
へ
の
思

い
や
り
や
競
技
中
に
協
力
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん

だ
。
最
後
に
保
護
者
を
交
え

た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ー
ル
を
使

っ
た
運
動
を
通
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
。

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
の
木
村

元
彦
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
（
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事

務
課
職
員
）
は
「
子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
成
長
す
る

た
め
の
企
画
を
今
後
も
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

（
相
澤
勝
治
文
学
部
准
教

授
）

３
月
１６
日
、
専
修
大
学
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

（T
E
A
M
B
I
S
O
N
'
S

専
修
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
公

開
講
座
）
「
体
力
測
定
＆
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
し
よ
う
！
～
球
技
か
ら
学
ぶ
～
」
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
ゼ
ル
研
究

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
と
自
然

的
経
済
秩
序

相
田
愼
一
著

「
地
域
通
貨
」
の
概
念
を

提
唱
し
た
ド
イ
ツ
人
経
済
学

者
シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
（
１

８
６
２
～
１
９
３
０
）
に
関

す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

一
冊
。
２
０
０
０
年
、
０５
年

に
行
わ
れ
た
２
つ
の
講
演

と
、
２
０
０
０
年
か
ら
０８
年

の
間
に
発
表
さ
れ
た
４
本
の

論
文
、
補
論
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

欧
米
で
は
「
異
端
の
経
済

学
」
と
評
さ
れ
る
ゲ
ゼ
ル
の

経
済
理
論
と
思
想
だ
が
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
を
相
対
化
さ

せ
る
視
点
を
提
供
す
る
も
の

で
、
こ
の
理
論
を
日
本
に
紹

介
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
著

者
は
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
。「『
経
済
学
の
非
常
識
』

の
強
固
な
壁
を
突
破
し
た

時
、
わ
が
国
の
経
済
学
史
・

経
済
思
想
史
研
究
の
『
多
様

な
道
』
も
ま
た
大
き
く
拓
け

て
く
る
も
の
と
確
信
す
る
次

第
で
あ
る
」（「
は
じ
め
に
」

よ
り
）
と
そ
の
意
義
を
語

る
。
（
ぱ
る
出
版
・
本
体
３

５
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
あ
い
だ
・
し
ん
い

ち
）
∥
経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
経
済
原
論
。

図
解
＆
事
例
で
学
ぶ
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
教
科
書

池
本
正
純
監
修

重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
１２
に
絞
り
込
み
、
そ
の
特

徴
を
整
理
し
て
最
近
話
題
の

１７
の
企
業
を
取
り
上
げ
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
観
点
か
ら

分
析
し
解
説
を
加
え
て
い
る

の
が
本
書
。

今
の
時
代
は
企
業
に
勤
め

る
に
し
て
も
、
実
は
起
業
家

精
神
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
の
産
業
構
造
が
大
き

く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
、
大
企
業
で
さ
え
新

た
な
ビ
ジ
ナ
ス
モ
デ
ル
を
模

索
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
。
い
ま
だ
満
た
さ
れ
て
い

な
い
ニ
ー
ズ
と
い
ま
だ
活
用

さ
れ
て
い
な
い
資
源
の
発
見

が
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
は
欠
か
せ
な
い
が
、
社

会
の
課
題
を
解
決
し
た
い
と

い
う
志
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が

見
え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
に
か
く
わ
か
り
や
す
い

の
で
、
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
学
生
に
も
う
っ
て
つ
け

だ
。
（
マ
イ
ナ
ビ
・
本
体
１

２
８
０
円
＋
税
）

監
修
者
（
い
け
も
と
・
ま

さ
ず
み
）
∥
経
営
学
部
教

授
。
主
な
担
当
は
企
業
家

論
。

生
保
金
融
の
長
期
分
析

小
藤
康
夫
著

本
書
は
終
戦
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
期
間
を
対
象

に
、
わ
が
国
の
生
命
保
険
会

社
が
大
量
に
流
入
す
る
資
金

を
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
き

た
か
を
分
析
し
て
い
る
。
ま

さ
に
生
保
金
融
の
長
期
分
析

で
あ
る
。

日
本
経
済
が
高
度
成
長
か

ら
安
定
成
長
を
歩
む
中
で
、

生
保
は
収
益
獲
得
を
目
指
す

運
用
に
力
点
を
置
い
て
い

た
。

だ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

生
保
危
機
に
直
面
し
て
か
ら

は
、
リ
ス
ク
管
理
手
段
と
い

っ
た
側
面
も
重
視
す
る
運
用

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

生
保
の
長
期
分
析
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
結
論
は
、
ま
さ

に
収
益
性
と
リ
ス
ク
管
理
と

い
う
相
反
す
る
二
つ
の
目
的

を
同
時
に
満
た
す
資
産
運
用

と
な
る
。

難
し
い
目
標
で
あ
る
が
、

生
保
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
必

要
不
可
欠
な
条
件
で
も
あ
ろ

う
。
（
八
千
代
出
版
・
本
体

２
２
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す

お
）
∥
商
学
部
教
授
、
主
な

担
当
は
金
融
論
、
金
融
シ
ス

テ
ム
。

再
審
と
科
学
鑑
定

鑑
定
で
「
不
可
知
論
」
は
克

服
で
き
る

矢
澤
曻
治
編

逮
捕
か
ら
４８
年
、
死
刑
確

定
か
ら
３４
年
を
経
て
、
最
新

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
再
審
の
重

い
扉
を
開
い
た
―
。
１
９
６

６
年
、
静
岡
県
清
水
市
（
当

時
）
で
一
家
４
人
が
殺
害
さ

れ
た
「
袴
田
事
件
」
。
静
岡

地
裁
は
３
月
２７
日
、
死
刑
が

確
定
し
た
袴
田
巖
元
被
告
の

再
審
開
始
と
異
例
の
釈
放
を

認
め
た
（
そ
の
後
、
静
岡
地

検
が
即
時
抗
告
）
。
そ
の
決

め
手
と
な
っ
た
の
が
犯
行
着

衣
と
さ
れ
る
衣
類
の
血
痕
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
だ
。

本
書
は
１３
年
１
月
に
今
村

法
律
研
究
室
が
主
催
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再
審
と
科
学

鑑
定
―
作
り
上
げ
ら
れ
た
冤

罪
を
暴
く
」
の
記
録
だ
。「
袴

田
事
件
」
の
ほ
か
「
東
電
Ｏ

Ｌ
殺
人
事
件
」
「
名
張
毒
ぶ

ど
う
酒
事
件
」
「
恵
庭
Ｏ
Ｌ

殺
人
事
件
」
「
飯
塚
事
件
」

の
各
担
当
弁
護
士
が
「
科
学

鑑
定
」
の
見
地
か
ら
冤
罪
性

を
主
張
。
本
書
で
は
冤
罪
防

止
の
た
め
の
方
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
（
日
本
評
論
社

・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

編
者
（
や
ざ
わ
・
し
ょ
う

じ
）
∥
法
科
大
学
院
教
授
。

主
な
担
当
は
国
際
民
事
紛
争

解
決
。

  

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

１３氏に名誉教授称号記

体力測定と
ボールトレで

体力アップ

  

楽楽ししささ実実感感

野
口
教
授
の
研
究

学
外
助
成
に
採
択
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